








































































































































































































女性の平均初婚年齢が 23歳で，平均初産年齢が 25歳に上がった場合，100年間で 4世代の
人口再生産しかできないことになる。
20世紀後半，中国では晩婚化が進んできている。1950年から 2000年までの 50年間に，
中国女性の平均初婚年齢は 18.68歳から 22.96歳へと 4.32歳上昇した。地域別でみると，都
市女性の平均初婚年齢の上昇速度が明らかに農村女性より速い。同じ期間で，農村女性の平均
初婚年齢が 18.52歳から 22.48歳へと 3.96歳上昇したが，都市女性の方は 19.41歳から 24.37
歳へと 4.96歳上昇した。つまり，早婚率の低下と晩婚率の上昇の現象が起こった。19歳未満








































2.83まで下がった。その内でも 1967年にはさらに 1.84に下がり，人口置換水準の 2.1より
も低かった。
1970年以後，人口抑制政策は都市と農村に全面的に実施され，少子化の進行をさらに加速






と 2人以下に減少した（9）。2001年の調査では，農村女性の内，子供 2人を望む人は 61.30％，






































は 28％から 46.8％に，中学校・高校では 25.6％から 46.9％に，大学では 22.5％から 47.1％
に，いずれも大幅に伸びた。大学院における女子学生の比率は 1965年にわずか 11.4％だっ






















































































































































37‰で，OECD 先進諸国平均（11‰と 13‰）より高いが，開発途上国平均（60‰と 88‰）
より随分低かったので，途上国の中の先進国とも言えるようになっていた。ちなみに，同年，
北京，上海などの大都市の子供の死亡率はすでに先進諸国平均水準よりも低くかった。例えば















生が 18～22歳人口に占める比率は 1990年にはわずか 3.4％に過ぎなかったが，1995年には
倍増して 7.2％となり，2000年にはさらに 12.5％に上がり，2007年になると 23％に達し
て，1990年に比べて 7倍増となっていた。1990年に大学に進学できた人はごく少数のエリー
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